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 子どもの発達の過程は,独立的・自立的な社会人に子ども自らが形成し,周囲の人間から

形成されていく過程とみなすことができる。独立的・自立的な人間というと,一般には,精

神的・経済的な自立を意味することが多い。このような自立は青年期以後に確立するもの

で,ここでは青年期を精神的自立の時期と名づける。しかし,この段階に至るまでの過程に

は,様々な自立のための課題が存在し,その課題を解決することによって,最終的な精神的

自立に至るのである。子どもが独立的自立的になっていく過程には,子どもに置かれた達成

課題を解決していく必要がある。誕生後約 1年間は,いわば母子一体感の時代であり,主と

して母親に依存し,養護されることによって生命を維持している。しかし,この間も母乳や

ミルクといった液体による食物摂取から,次第に固形食を摂取していかねばならないとい

ったように,自立のための課題を克服しなければならない。1 才を過ぎると歩行を開始し,

発語を始める。歩行や言語獲得も各々その年令の発達課題であって,それらを克服すること

によって自立的になっていく。この年令になると,母親への全面依存から徐々に脱却し,洋

服の着脱や排泄のコントロール等基本的生活習慣を獲得しなければならない。いわば,この

1才から 3才までの年齢段階は,身体的自立の時期といえよう。 


